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筆 者 略 歴
Notes on Contributors

魯 恩碩（Ro, Johannes Unsok） 本学教授（宗教学／聖書学）. 【主要業
績】『ICU式「神学的」人生講義：この理不尽な世界で「なぜ」と問う』
（CCC Media House, 2021年）;（共著）Collective Memory and Collective 
Identity: Deuteronomy and the Deuteronomistic History in Their Context 
(Walter de Gruyter, 2021); Poverty, Law, and Divine Justice in Persian and 
Hellenistic Judah (SBL Press, 2018);『旧約文書の成立背景を問う：共存を
求めるユダヤ共同体』（日本キリスト教団出版局 , 2017年）; Die sogenannte 
‘Armenfrömmigkeit’ im nachexilischen Israel (Walter de Gruyter, 2002).

伊東 辰彦（Itoh, Tatsuhiko） 順天堂大学国際教養学部特任教授，本学
名誉教授（音楽学）. 【主要業績】（共著）『リベラルアーツという波動：答
えのない世界に立ち向かう国際基督教大学の挑戦』（学研プラス，2019
年）;「オラトリオ『天地創造』でハイドンが目指したもの（2）」『礼拝音
楽研 究』第18-19号（2018-19）pp.59-91;「オラトリオ『天地創造』でハ
イドンが目指したもの（1）」『礼拝音楽研究』第 17号（2017）pp.3-16; 
執筆，構成（伊東辰彦）・翻訳（畑野小百合）「同時代の演奏家たちの証
言『人間カール・リヒター』」『文藝別冊 カール・リヒター：不滅のバッ
ハ伝道師』（河出書房新社，2016年）pp.81-94;「モーツァルトにおけ
る，怒れる女性の表象：『魔笛』の夜の女王と『イドメネオ』のエレッ
トラをめぐる考察」『文藝別冊 モーツァルト』（河出書房新社，2013年）
pp.106-114;「大学における音楽教育の意味―19世紀末アメリカの大学の
場合再考―」『立教経済学研究』第65巻3号（2012年）pp.1-10.

吉田 一生（Yoshida, Issei） 本学キリスト教と文化研究所研究員（形而
上学）. 哲学博士（ウィーン大学）. 【主要業績】「現代における芸術の宗
教性について」『人文科学研究（キリスト教と文化）』48 (2016): 225-243; 
Natur und Mythologie in der Spätphilosophie Schellings, Dissertation an der 
Universität Wien, 2015.
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田中 敦（Tanaka, Atsushi） 本学名誉教授（哲学）.【主要業績】「神は
死んだ？それなら人間性は死んでいないのか？」森本あんり（編）『人
間に固有なものとは何か─人文科学をめぐる連続公演─』（創文
社 , 2011年），97-118; „Wissenschaft als Seinsweise des Daseins─Ein 
Versuch einer neuartigen Interpretation der Sseinsfrage in Heideggers 
Sein und Zeit,“ Existentia XVI.1-2 (2006): 1-10; 「ハイデッガーにおける被
投性の問題」田中敦・岡野昌雄（共編）『古典解釈と人間理解』（山本書
店 , 1986年），341-378.
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キリスト教と文化研究所活動報告
A Report on the Activities of 

the Institute for the Study of Christianity and Culture: 
December 2020 through November 2021

1．科学史フォーラム（History of Science Open Forum）

（開講せず）

2．特別公開講演（Special Open Lecture）

January 29	 	「中国の仙人信仰と不死」. 森由利亜 教授（早稲田大
学院文学学術院・中国道教研究／神仙信仰研究）. 司会：ス
ティーブン・エドワード・エスキルセン 教授（道教研究）. 授
業「東洋思想の世界」共催

February 15	 	「「スピリチュアルな詐欺」は法廷でどう評価されてき
たか：占い・霊能を対象とした判例の分析から」. ヤニス・ガ
イタニディス 助教（千葉大学大学院国際学術研究院・日本研
究／宗教社会学）. 司会：マーク・ウィリアムズ 国際学術交流
副学長（日本文学）.

February 26	 	「“世界内存在”─哲学の課題としての存在の問いの理
解に近付く為に─」. 田中敦 名誉教授（西洋哲学）. 司会：矢嶋
直規 教授（西洋哲学）.

3．シンポジウム（Symposium）

February 20	 	「近代とキリスト教 チャールズ・テイラー『世俗の
時代』」. 日本ピューリタニズム学会共催 . 司会：矢嶋直規 教授
（西洋哲学）. 講演：千葉眞 名誉教授（政治思想史）. 応答者：
山岡龍一 教授（放送大学・政治思想）, 高田宏史 准教授（岡山
大学・政治思想）, 木部尚志 教授（政治学）.
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4．セミナー・ワークショップ（Seminar and Workshop）

「ラテン語セミナー」 20回 .

「西洋古典学研究発表会」 2回 .

「近代哲学コロキアム」 1回 .

「ICU哲学研究会」 1回 .

5．学会共催（Cosponsored Academic Conference）

June 19	 	「日本ピューリタニズム学会」 第16回研究大会

6．刊行物（Institute Publication）

Humanities: Christianity and Culture, 53 (December 15, 2021).

＊＊＊＊＊＊＊＊＊

2015年の春よりキリスト教と文化研究所に所員として所属された川本隆
史先生が2022年3月をもって退職されることとなりました。川本先生は
教授（2015-2016年度）および特任教授（2017-2021年度）として本学に
おける教育・研究活動に従事されました。川本先生のこれまでのご活動
に感謝申し上げるとともに，今後のさらなるご健勝とご活躍をお祈り申
し上げます。


